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前期基本計画

第１章 ３つの取組を推進するための重点プロジェクト
基本構想において、将来都市像にふさわしい魅力あふれるまちづくりを進めるため、３つ

の重点取組を定めました。この３つの取組に沿った重点プロジェクトを設定し、人や予算を
そこに重点的に投入することにより、結果を出していきます。また、この重点プロジェクトは、
大きな課題に基づき、幅広い対応が求められることから、組織横断的に取り組んでいきます。

富士山の恵みを活かした元気に輝く国際文化都市

土　地　利　用

恵み豊かな未来づくり

いきいき元気な未来づくり

基本目標１　富士山の自然と調和した循環力があるまちづくり（環境）

基本目標２　富士山の麓から創造力と活力がみなぎるまちづくり（産業）

基本目標３　みんなの幸せと潤いを創出するまちづくり（健康福祉）

基本目標４　郷土に学び郷土を愛する心豊かな人を育むまちづくり（教育文化）

基本目標５　富士山の魅力を発揮した快適なまちづくり（都市整備）

基本目標６　豊かなコミュニティを持つ安全・安心なまちづくり（市民生活）

基本目標７　市民と一緒に取り組むまちづくり（市民参加・行財政）

1-1  世界遺産のまちづくりプロジェクト
1-2  世界に飛躍する国際文化都市プロジェクト
1-3  富士山後世継承プロジェクト

2-1   元気はつらつ健康長寿プロジェクト
2-2   防災・減災と公共施設の長寿命化等推進プロジェクト
2-3   地域コミュニティ充実プロジェクト

3-1   結婚・出産・子育ての希望実現プロジェクト
3-2   女性が輝く、さくや姫プロジェクト
3-3   ここで働き、ここに住むプロジェクト

誰もが輝く未来づくり

取組１

取組2

取組 3
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重点プロジェクト １－１

取組１　恵み豊かな未来づくり

世界遺産のまちづくりプロジェクト

主要取組 概  要

富士山世界遺産センター（仮称）
から富士山本宮浅間大社までの
参道軸創出事業

門前町としての趣を生かした、にぎわいのある
参道軸を創出します。

花と食の元気広場等再整備事業 花と食の元気広場については、積極的な民間活
力の導入を図り、来訪者がくつろげるにぎわい
空間を整備します。
また、広場西側の歩道を整備し、来訪者の安全
を確保します。県道富士宮富士公園線歩道整備事業

富士山世界文化遺産富士宮市行動
計画推進員活動事業

行動計画推進員として登録された個人や事業者、
団体等による富士山グッズの開発や広報活動を
行います。

～世界遺産富士山の恵みを保全し、活用する～

富士山の保全と活用の両立を図り、富士山のあるまちとして市民が誇りを持てるまちづく
りに取り組みます。

その取組の施策としては、第一に市内に存在する構成資産の環境保全と世界遺産としての
本質的な歴史・文化価値を踏まえ、魅力を高めることが必要です。

そのため、中核となるべき富士山本宮浅間大社と富士山世界遺産センター（仮称）を結ぶ
中心的地区の再整備により、訪れる方に感動を与え、当地から富士山の歴史・文化を巡る起
点となるような地区を形成することを目指します。また、平成 31 年（2019 年）にはラグ
ビーワールドカップ、平成 32 年（2020 年）には東京オリンピック・パラリンピックといっ
た国際的なビッグイベントが開催されることから、市内外からの来訪者を迎える体制を整え
ることも重要です。

以下、３つの重点プロジェクトを定め、そのプロジェクト達成のための主要取組を掲げま
す。

世界遺産のまちにふさわしい、中心市街地や各構成資産などの整備を進めます。

第１章　３つの取組を推進するための重点プロジェクト
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前期基本計画

主要取組 概  要

世界遺産構成資産環境整備事業
（白糸の滝・史跡富士山）

構成資産である白糸の滝、村山浅間神社、山宮
浅間神社及び人穴富士講遺跡の整備を図ります。

史跡大鹿窪遺跡整備事業
国指定史跡である大鹿窪遺跡を史跡公園として
整備を図ります。

商店街活性化事業・空店舗等
対策事業

商店街イベントに対する助成などや、国内外か
ら訪れる観光客にも対応した土産物販売店等の
出店・創業を支援します。

重点プロジェクト １－２ 世界に飛躍する国際文化都市プロジェクト

主要取組 概  要

外国人誘客事業
諸外国に対する誘客活動を実施するとともに、旅
行客を滞留させるため、公衆無線 LAN ※整備等
を進めます。

ホテル誘致事業・既存宿泊施設改修
事業

国内外からの観光客を取り込み、滞在型観光を推
進するため、ホテルの誘致及び既存宿泊施設の
改修支援を行います。また、国際化の進展に伴い、
国際観光ホテル※の登録を推進します。

スポーツ大会誘致事業 国際大会、全国大会などの誘致を図るとともに、
スポーツ合宿などにより地域の活性化を図りま
す。スポーツ観光レクリエーション事業

国際交流事業
地域の活性化につながる新たな文化交流や経済
交流を推進します。

英会話教育の充実
子どもが使える外国語ハンドブックを作成しま
す。また、小学校教員を対象とした英会話教室
を実施します。

世界に飛躍する国際文化都市を目指し、国内外からの誘客を進めるとともに、おもてなし
の対応と広域的な取組を進めます。
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重点プロジェクト １－３ 富士山後世継承プロジェクト

主要取組 概  要

世界遺産推進事業
富士山世界文化遺産富士宮市行動計画に基づき、
意識の醸成を図るとともに、情報発信に努めま
す。

広葉樹育苗・植樹事業
うるおいの森植樹祭などで、自生種の植樹を推
進します。

富士山一斉清掃
企業、民間団体、行政等が連携して富士山の一
斉清掃を実施します。

景観形成推進事業
富士山の景観形成を図ります。（富士山本宮浅間
大社周辺地区においては、景観計画重点地区※及
び岳南広域都市計画高度地区※を設定します。）

有徳の人づくり推進事業
道徳資料「富士山をこころに」を題材とした児童・
生徒の作品集を発行します。

富士山学習の推進
富士山のあるまちに対する郷土愛、感動する心、
誇りや自信などのかん養を図ります。

景観と再生可能エネルギーの調和
富士山等の景観に配慮し、再生可能エネルギー
の推進との調和を図ります。

※ 公衆無線 LAN   ▶店舗や公共の空間などで提供される、無線 LAN によるインターネット接続サービスのこと。
※ 国際観光ホテル   ▶訪日外国人旅行者が安心して宿泊できる施設として、施設基準や人員配置基準等を満たし、一定
　　　　　　　　　　  のサービスレベルが保証されたホテルのこと。
※ 景観計画重点地区 ▶地域の特性や資源を生かし、市内で特に良好な魅力ある景観形成に取り組む箇所として、景観法
　　　　　　　　　　  に基づく景観計画に定める地区のこと。
※ 都市計画高度地区 ▶都市計画法に基づく地区のルールの一つで、市街地の環境や景観の保全等を目的に建築物の高さ
　　　　　　　　　　  の最高（最低）限度を定める地区のこと。

富士山をはじめとする、このまちが誇る豊かな自然や景観を守り、しっかり後世へ引き継
ぎます。

第１章　３つの取組を推進するための重点プロジェクト
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富士宮市世界遺産のまちづくり整備基本構想イメージ鳥瞰図
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重点プロジェクト ２－１ 元気はつらつ健康長寿プロジェクト

主要取組 概  要

健康増進事業
妊娠・出産・乳幼児期から高齢期に至る各世代
に応じた健康づくりや疾病予防などの保健事業
に取り組みます。

市立病院の医師や看護師の確保
市立病院において、より質の高い医療サービス
を提供するために医師や看護師など医療スタッ
フの確保に努めます。

地域医療体制の確保
医療機関及び関係団体等との連携を強化し、地
域医療体制の確保に努めます。

生涯スポーツの充実
公民館などを活用した中・高年齢者向けのスポー
ツ教室の充実に努めます。

取組２　いきいき元気な未来づくり
～安全・安心なまちで、健康を育み元気に暮らす～

いつまでも健康でいられるための健康増進や疾病・介護予防の取組を進めるとともに、市
立病院をはじめとする地域医療との連携強化を図ります。

近年、多発する予測不可能な自然災害への備えはもとより、地域コミュニティの維持、福
祉や医療の充実等、安全・安心で健康的に市民生活を過ごせるまちづくりに取り組みます。

防災面においては、富士山の噴火をはじめとする多様な自然災害を想定した対策を図りま
す。また、団塊世代が 65 歳以上から 75 歳以上になり、医療や介護の負担を軽減するために、
市民の健康づくりに対する更なる取組が必要です。また、地域の基幹病院である市立病院の
診療体制の整備は喫緊の課題です。さらに、施設の耐震化や長寿命化への取組なども同様で
す。これら社会保障費や施設の長寿命化に関しては、毎年度、多額の予算を要することとな
ります。

以下、３つの重点プロジェクトを定め、そのプロジェクト達成のための主要取組を掲げま
す。

第１章　３つの取組を推進するための重点プロジェクト
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重点プロジェクト ２－２ 防災・減災と公共施設の長寿命化等推進プロジェクト

主要取組 概  要

地域防災計画の見直し
地震、風水雪害、富士山噴火など様々な災害に
対応した地域防災計画を見直します。

防災意識の高揚
防災研修会や出前講座などにより、市民及び市
職員の意識の高揚を図ります。

自主防災組織の強化
各種防災訓練を実施するとともに、防災倉庫等
の整備を図ります。

小・中学校施設耐震補強事業
耐震性能をより高めるための小・中学校校舎等
の耐震化を図ります。

公共施設長寿命化事業
公共建築物をはじめとする公共施設の維持補修
を、効果的かつ効率的に実施します。

公共施設等総合管理事業
財政負担の軽減・平準化を目的に、公共施設等
の更新・長寿命化・統廃合などを計画的に実施
します。

重点プロジェクト ２－３ 地域コミュニティ充実プロジェクト

主要取組 概  要

地域コミュニティ施設整備推進事業
コミュニティ活動の拠点となる区民館等の建設
や土地取得を支援します。

集落における拠点機能の強化
市街地周辺部における中心集落の拠点機能の整
備・改修を行うなど、拠点機能を高めるとともに、
集落環境の整備を図ります。

多様な災害に対する備えと、施設の安全性の確保、機能維持、財政負担の軽減等の観点か
ら施設の長寿命化・耐震化を進めます。

すべての地域におけるコミュニティの充実を図ります。
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主要取組 概  要

自治会への加入促進
集合住宅着工時に施主に対する自治会への加入
促進を図るとともに、区長会との協力による未
加入者への呼び掛けと啓発に努めます。

地域支援サービス
出張商店街プロジェクト事業

商店街の商品を出張販売することなどを通じて、
地域間の交流を図り、住み慣れた地域で安心し
て生活できるよう支援します。

中山間地域魅力アップ創出事業
中山間地域である稲子地区の集客施設の改修に
合わせた地域全体の魅力アップによる交流創出
や移住・定住を促進します。

新稲子川温泉ユー・トリオ完成イメージ図

第１章　３つの取組を推進するための重点プロジェクト
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重点プロジェクト ３－１ 結婚・出産・子育ての希望実現プロジェクト

取組 3　誰もが輝く未来づくり
～人とまちが輝き、人口減少社会に打ち克つ～

主要取組 概  要

不妊・不育症治療費助成事業
不妊や不育症治療に対する医療費の助成を行いま
す。

子ども医療費助成事業
子育て世帯に対し、医療費を軽減するための支援を
行います。

母力応援プログラム事業
妊娠期から子育て期にわたる継続したサポート体制
の充実を図るとともに、子育て中の女性の社会参加
を促進します。

コンビニ発の子育て支援事業
地域のコンビニエンスストア等において、子育て世
代が利用しやすいよう、店舗改装や商品開発の提案
を市民協働で行います。

出会い・交流応援事業
若い世代の男女の出会いや交流の場の創出に対する
支援を行います。

子育て応援事業
男性の育休取得や子育て意識の向上を図ります。ま
た、社会全体が仕事と家庭の両立に向けて取り組め
るよう、環境を整備します。

結婚・出産・子育ての希望を実現させるとともに、子育てしやすい社会環境の整備を図り
ます。

我が国の人口減少が予測される中、本市を好きになり、住み、働き、子どもを育て、一生
を過ごしたくなるよう、市民・企業・行政が協働してまちづくりに取り組みます。

人口減少社会の克服に向け、結婚を望む男女が、出会い、結婚し、子どもを産み育てるこ
とのできる切れ目のない対応が必要です。また、女性の可能性を最大限発揮するため、社会
の理解を促すための取組や環境の整備も必要です。

本市は、世界遺産富士山の麓で、住みよい環境が整ったまちです。ここに住み、ここで働
くことができる基盤整備も非常に重要です。

以下、３つの重点プロジェクトを定め、そのプロジェクト達成のための主要取組を掲げま
す。
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重点プロジェクト ３－２ 女性が輝く、さくや姫プロジェクト

主要取組 概  要

母力応援プログラム事業（再掲）
妊娠期から子育て期にわたる継続したサポート体制
の充実を図るとともに、子育て中の女性の社会参加
を促進します。

コンビニ発の子育て支援事業
（再掲）

地域のコンビニエンスストア等において、子育て世
代が利用しやすいような提案を市民協働で行いま
す。

女性応援会議の設置
女性が輝く社会の実現に向けて、市民、関係団体等
による会議を開催し、女性に係る施策の検証等を行
います。

女性の登用の促進
社会のあらゆる分野における指導的地位を占める女
性の割合を増やします。

重点プロジェクト ３－３ ここで働き、ここに住むプロジェクト

主要取組 概  要

企業立地推進事業
優良・成長産業の誘致や市内既存企業の留置を図り
ます。

第６次産業化推進事業

新規就農者の確保や若者にとって魅力ある農業を確
立するため第６次産業化を推進します。また、農商
工連携により、地産地消や特産品の開発を推進しま
す。

創業支援事業
創業支援事業計画に基づき、起業のためのワンス
トップ相談窓口※を設置し、マッチング支援などを
行います。

女性が持つ力を最大限発揮できる環境を作ります。

富士山の恵みを生かした産業の振興とこのまちで生き生きと働くことのできる場所の創出
を図り、このまちを選び住んでもらうことを目指します。

第１章　３つの取組を推進するための重点プロジェクト
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※ ワンストップ相談窓口　▶１つの部署で様々な相談ができる窓口のこと。
※ UIJ ターン　　　　　　▶大都市圏の居住者が地方に移住する動きの総称のこと。U ターンは出身地に戻る形態。
  　　　　 I ターンは出身地以外の地方へ移住する形態。J ターンは出身地の近くの地方都市に移住す
  　　　　る形態。
※ ポータルサイト　　　　▶ポータル（Portal）は「玄関」や「入り口」という意味があり、インターネットにアクセス
  　　　　 するときの入り口となるウェブサイトのこと。
※ 空家バンク　　　　　   ▶空家の賃貸や売却に関する情報を、空家の利用希望者に紹介するシステムのこと。
   　　　　

主要取組 概  要

酒蔵連携事業
豊かな水を生かした市内の酒蔵の連携を図り、地元
名産品である日本酒を広く紹介するとともに、更な
る地域活性を図ります。

UIJ ターン※の促進
首都圏などからの UIJ ターン希望者への就業を支援
します。

移住・定住促進事業
住む場所と働く場所との連動を図るポータルサイト
※の整備などにより、空家バンク※の整備を図るな
ど、積極的な移住・定住の働きかけを行います。
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